
幻の流星群を追って

渡部潤一

（国立天文台）



太陽系小天体：
小惑星ー彗星ー流星



太陽系小天体は時に予想外の振
る舞いを：2013年のアイソン彗星



2013年末、太陽に大接近して大彗
星になると予測されたアイソン彗星



飛行機ツアーも。。。。



NHK 特別番組も。。。。



予測：「太陽に接近するが、ばらばら
に壊れ、蒸発してしまうことはない」

こんな本まで書いてしまった。。。。



しかし、、、
蒸発・雲散霧消してしまった！



2013年年末の
ＮＨＫニュース７のトップニュースに



NHKニュース７



NHKニュース７
トップニュースも予想外の展開に



予測できない、わからない現象
があるからこそ

そこに面白さがある

 (個人的に）天文学者をめざすきっかけに

そして、まだまだ謎がたくさんある

彗星は、すべてアイソン彗星のように溶けきっ
てしまうのか？

亡骸を残すものはないのか？

小惑星になりかけのものがある？ ー枯渇彗星



彗星の物理進化過程を探る

流星群



1956年(昭和31年)12月5日

それは今から、
６１年前



1956年12月5日

南極観測船「宗谷」はインド洋上を南極に向
かって航海中

第一次南極越冬隊

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/97/Soya_PL107_2.jpg


観測地点

(東経72度21分, 南緯

11度00分)
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1956年12月5日

突然の流星雨に遭遇

中村純二氏らによっ
て貴重な観測記録が
残される





 宗谷の船上で中村純二さんが顕著な流星雨を観測した。

 1956年12月5日

 極大は世界時の16:30頃

 16:34には満月級の火球出現、流星痕が数分間残った。

 放射点は、赤経356度,赤緯-43度（ほうおう座）

 母天体は1819VI（ブランペイン彗星）の可能性がある

が、疑わしい（doubtful）



“ほうおう座流星群“は誕生したが？

1957年以後も期待されたが、まったく
出現しなかった

母彗星と考えられたブランペイン彗星
も行方不明となったままだった

いつしか幻の流星群として伝説になっ
ていった



２００１年(平成１３年)５月

それは今から、
１６年前

時は流れて。。。



しし座流星雨
流星の研究に大きな進展が

流星群の概念が大きく変わるきっかけに

その後、流星群の出現予報が可能に



そもそも流星とは何か？

流星とは？

 彗星や小惑星から放出された岩石、砂粒、塵
が地球に飛び込み、高温高熱となって光り輝く
現象

 ほとんどは燃え尽きるが、地上に落下して隕石
になることも。。。



流星群とは何か？

特定の日時（毎年、同じ時期）に出現する
多数の流星

ほぼ同じ軌道をたどって地球に衝突してく
る流星の群れ

同一の母親（母彗星）起源



流星群とは何か？

ほとんど同じ軌道を持つ流星体の群れ
が平行に大気に突入

放射点（輻射点）をもつ（Radiant 
Point)



放射点とは何か？

放射点から流れ出るように見える
放射点の近くの恒星名をもちいて、Ｘ
Ｘ座Ｘ流星群と呼ぶ



流星群とは

地球

彗星
太陽

流星群の元になるダストを放出した天体を
母天体（母彗星）と呼ぶ

ほぼ同じ時期に出現する
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５月５日頃
みずがめ座η群

８月１２日頃
ペルセウス座γ群

１０月２１日頃
オリオン座群

１１月１８日頃
しし座γ群

１月４日頃
しぶんぎ群

１２月１２日頃
ふたご座α群
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流星群の二分類

毎年同じように出現する定常群

塵がまんべんなく軌道上に分布（古い）

 ペルセウス座流星群、ふたご座流星群など

母天体の回帰と共に出現が変化する周期群

塵が母天体のそばに密集（若い）

 しし座流星群、ジャコビニ流星群など



定常群

定常群の場合

地球

彗星

太陽



周期群（突発群）

地球

彗星

太陽

突発群の場合
（彗星の近くにだけ
分布→周期的）



これまでの理解では？

旧理論では
直近の母彗星の軌道だけを考え
流星塵は太い一本のチューブとして分布



彗星

地球軌道



彗星

地球軌道
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彗星
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彗星

地球軌道
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地球



しかし、2001年以降の
新しい理解では

ダスト・トレイル理論

母彗星の回帰毎の軌道を基準に塵粒の細い
チューブ（ダストトレイル）が独立に存在

それぞれが、どの場所にあるかを算出

地球とトレイルの位置関係から出現予測

出現数は、過去の遭遇実績と出現数から推定



彗星

地球軌道



地球軌道

彗星



地球軌道

地球軌道
地球

彗星



ダスト・トレイル

ダスト・トレイル

地球軌道

地球軌道
地球

彗星
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55P/Tempel Tuttle

1965
1899

1767

1800
1833
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しし座流星群

周回毎に異なる細い流星体
のトレイルが生じる

ーー＞ 理論的に流星群出現
を正確に予測

（Ｂｙ Ｓ． Ａｂｅ）



しし座流星群

Abe et al. (2003)                           Asher (1998)

ダストトレイル理論の正しさが証明



トレイルがなぜばらばらになるのか？ 摂動の影響

①摂動の影響が全く無い時

186
6,1
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,19
32,
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5年

放出トレイル

断面図
1866,1899,
1932,1965年

ダストの動き

地球の動き

地球軌道

トレイルはばらけない



ダストの動き

断面図

196
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193
2年

189
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1899年
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地球の動き

地球軌道

②摂動の影響を計算した時

ダストは各放出年毎の流れに分離し、細いチューブ
状のダストトレイルがいくつも分布するようになる。
1866年トレイルが地球と接近し大出現する。

ダスト・トレイルはなぜばらばらになるのか？ 摂動の影響



流星群の出現予測が可能に

母天体が同定され、その母親の軌道が正
確にわかれば、ダスト・トレイル理論を
適用することが可能

幾つかの周期群で予測が成功するように
なった



２００５年(平成１７年)５月

それは今から、
１２年前

さらに時は流れて。。。



ほうおう座流星群
母天体、発見か？

２００３ＷＹ２５という小惑星！

2005年になって、その軌道がブランペ
イン彗星に酷似していることが判明

われわれはダスト・トレイル理論に適
用し、彗星から流星体が放出されてい
ると仮定して計算



1819年 ブランペイン彗星観測

1956年 ほうおう座流星群大出現
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→昔の観測なので軌道の精度がよくない
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結果

1956年には1760～1814に形成されたトレイ
ルが地球を集中的に交差、時刻は大出現記
録と一致 ーー＞ 大出現の理由を解明

他の年には、ほとんどのトレイルが交差せ
ず ーー＞ 幻となった理由も解明



しかし、未解決の問題が。。。

放射点が一致しない！

理論値 α  ＝ 10.5° δ ＝ －37°
(Watanabe et al. 2005)

観測値 α  ＝ ３５６° δ ＝ －４３°
(Huruhata & Nakamura 1957）

“At this stage, we do not have any further 

materials to judge if this discrepancy is mainly 

due to the uncertainty of the observational 

determination or not.”  in our paper



最もよい解決法は？

目撃者である中村純二先生に決定方法を聞く
こと

しかし、主著者の古畑先生は故人

共同研究者の佐藤幹哉氏（現、川崎市宙と緑
の科学館）がインターネット上で中村先生の
記事を発見

小さな星座早見版しかなかったので、決定精
度は低い。



これまでの研究の成果は。。。

彗星が枯渇し小惑星になる実例を確認

地球に近づく小惑星の中には、枯渇した彗
星があると疑われていたが、確認例は無
かった

本当に枯渇しているのか？



小惑星2003WY25の観測画像
（2004年3月20日）

D.Jewitt 2006より

“COMET D/1819 W1 (BLANPAIN): NOT DEAD YET”  D. Jewitt 

Astron. J., 131:2327-2331(2006)



まだ完全に死んでいないとすれば

この流星群を用いて彗星が枯渇する履歴や
タイムスケールを知ることができる可能性

なぜなら。。。

流星群の活動とトレイルが一対一対応すれ
ば、トレイル形成時の時期の塵の放出度
（＝彗星の活動度）がわかるはず

そのチャンスはあるのか？



ダスト・トレイル理論は

過去だけでなく、将来についても計算可能

ほうおう座流星群の将来を計算してみる
と。。。。

2014年 絶好のチャンスが。。。
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ただ、観測に適した地域は。。

12月1日23:00 UT

1914年トレイル接近時
放射点から見た地球



カナリー・ラパルマ島
Roque de los 

Muchachos Observatory



２０１４年(平成２６年)１１月

われわれは旅だった。。。

そしてついに。。。。。



戸田雅之氏撮影





幻の流星群を追って





電波観測の集計：杉本弘文氏による
http://www5f.biglobe.ne.jp/~hro/Flash/2014/PHO/index.htm

約６分の１？





２０１７．８．２５ プレスリリース



流星群を用いて
彗星の物理進化過程を探る！

流星群



まとめ

ダスト・トレイル理論と流星群活動から、
彗星の過去の活動履歴を調べることができ
る可能性を開いた

彗星の物理進化に迫る新しい方法論



これからおすすめの天文現象
大彗星がやってくる
夏休みの夕方の夜空

太陽・地球に接近（0.3天文単位）

０等に輝く

性格がよくわかっている周期彗星

ハレー彗星

2061年8月

ご静聴ありがとうございました


